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一　

は
じ
め
に

　

一
九
六
四
年
一
〇
月
、
一
三
年
ぶ
り
の
労
働
党
政
権
で
あ
る
第
一
次
ハ
ロ
ル
ド
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
（H

arold W
ilson

）
政
権
が
、
イ
ギ
リ

ス
で
誕
生
し
た
。
こ
の
第
一
次
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
（
一
九
六
四
年
〜
七
〇
年
）
が
核
政
策
の
分
野
で
推
進
し
た
最
も
重
要
な
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ヴ
の
一
つ
が
、「
大
西
洋
核
戦
力
（Atlantic N

uclear Force:

Ａ
Ｎ
Ｆ
）」
構
想
で
あ
る
。
本
稿
の
目
的
は
こ
の
構
想
の
実
像
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
本
稿
は
こ
の
構
想
の
「
起
源
」
の
局
面
に
着
目
し
つ
つ
、「
Ａ
Ｎ
Ｆ
構
想
と
は
、
何
を
目
的
と
し
た
構
想
で
あ
り
、

そ
の
本
質
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
」
を
中
心
的
な
問
い
と
し
て
設
定
し
、
こ
れ
に
答
え
た
い
。
こ
れ
に
よ
り
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
期
の
イ
ギ

リ
ス
が
核
と
い
う
兵
器
に
い
か
に
向
き
合
お
う
と
し
た
の
か
、
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

一
九
五
〇
年
代
後
半
、
ソ
連
の
技
術
力
の
進
展
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
本
土
が
ソ
連
の
核
攻
撃
に
対
し
て
脆
弱
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ

て
西
欧
諸
国
は
ア
メ
リ
カ
の
「
拡
大
抑
止
」
の
信
頼
性
に
疑
問
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
西
ド
イ
ツ
を
中
心
と
し
た
諸
国
で
は
独
自

核
保
有
へ
の
機
運
が
高
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、「
拡
大
抑
止
」
の
信
頼
性
を
回
復
す
る
こ
と
、
そ
し
て
西
欧
諸
国
内
で
の
核
の
拡
散
を
防
ぐ

こ
と
を
目
的
と
し
て
ア
メ
リ
カ
政
府
内
で
検
討
が
行
わ
れ
た
の
が
、
核
の
運
搬
手
段
・
発
射
台
、
核
弾
頭
の
一
部
等
を
同
盟
国
と
共
有
す

る
、「
核
戦
力
共
有
」
で
あ
っ
た
。
特
に
ケ
ネ
デ
ィ
（John F. Kennedy

）、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
（Lyndon B. Johnson

）
の
両
政
権
は
、「
多
角

的
核
戦
力
（M
ultilateral Force:

Ｍ
Ｌ
Ｆ
）」
構
想
と
呼
ば
れ
る
核
戦
力
共
有
構
想
を
熱
心
に
模
索
し（
1
）た。
一
九
六
四
年
、
こ
の
ア
メ
リ
カ

の
Ｍ
Ｌ
Ｆ
構
想
へ
の
対
案
と
し
て
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
の
イ
ギ
リ
ス
が
打
ち
出
し
た
の
が
、
Ａ
Ｎ
Ｆ
構
想
で
あ
る
。

　

こ
の
Ａ
Ｎ
Ｆ
構
想
に
つ
い
て
は
従
来
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
、
対
案
を
提
示
す
る
こ
と
で
ア
メ
リ
カ
の
Ｍ
Ｌ
Ｆ
構
想
を
頓
挫
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
実
現
可
能
性
に
つ
い
て
は
真
剣
に
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
論
じ
ら
れ
て
き（
2
）た。
し
か
し
、
新

た
に
公
開
さ
れ
た
資
料
を
用
い
た
近
年
の
研
究
は
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
は
Ａ
Ｎ
Ｆ
構
想
の
実
現
を
真
剣
に
目
指
し
て
い
た
と
論
じ
、
従
来
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の
イ
メ
ー
ジ
を
覆
し
つ
つ
あ（
3
）る。

　

そ
れ
で
も
Ａ
Ｎ
Ｆ
構
想
の
輪
郭
は
依
然
と
し
て
不
明
瞭
な
ま
ま
で
あ
り
、
そ
の
本
質
が
捉
え
難
い
も
の
と
し
て
残
っ
て
い
る
が
、
そ
れ

は
、
こ
の
構
想
に
お
い
て
は
、「
同
盟
の
緊
密
化
の
論
理
」
と
、「
核
不
拡
散
の
論
理
」
が
混
在
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
Ｍ

Ｌ
Ｆ
構
想
は
そ
も
そ
も
、「
同
盟
の
緊
密
化
」
と
「
核
拡
散
の
防
止
（
特
に
、
西
ド
イ
ツ
の
核
武
装
の
阻
止
）」
と
い
う
、
互
い
に
関
連
し
つ

つ
微
妙
に
異
な
る
二
つ
の
大
き
な
目
的
を
持
っ
て
い
た
が
、
Ａ
Ｎ
Ｆ
構
想
は
、
そ
の
双
方
の
側
面
を
「
強
化
」
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で 

あ
る
。

二　

ア
メ
リ
カ
の
Ｍ
Ｌ
Ｆ
構
想
と
保
守
党
政
権
時
代
の
イ
ギ
リ
ス

㈠　

ア
メ
リ
カ
の
Ｍ
Ｌ
Ｆ
構
想

　

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
（D

w
ight D. Eisenhow

er
）
政
権
期
の
ア
メ
リ
カ
は
、「
大
量
報
復
（m

assive retaliation

）
戦
略
」
と
呼
ば
れ
る
核

戦
略
を
採
用
し
て
い
た
。「
大
量
報
復
戦
略
」
と
は
、
ソ
連
が
西
欧
に
軍
事
侵
攻
を
行
っ
た
場
合
、
ア
メ
リ
カ
は
そ
れ
に
大
量
の
核
兵
器

で
報
復
を
加
え
る
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、「
拡
大
抑
止
（extended deterrence

）」
に
よ
っ
て
西
欧
諸
国
の
安
全
を
確

保
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ（
4
）た。

　

し
か
し
、
一
九
五
七
年
八
月
に
ソ
連
が
大
陸
間
弾
道
ミ
サ
イ
ル
（Intercontinental Ballistic M

issile:

Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
）
の
飛
行
実
験
に
、
そ

し
て
同
年
一
〇
月
に
は
人
工
衛
星
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
一
号
の
打
ち
上
げ
に
成
功
し
た
こ
と
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
本
土
が
ソ
連
の
核
攻
撃
に
対

し
て
脆
弱
と
な
り
、
西
欧
諸
国
は
ア
メ
リ
カ
の
「
拡
大
抑
止
」
の
信
頼
性
に
疑
問
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
こ
れ
に
伴
い
、
西
ド
イ

ツ
を
中
心
と
し
た
諸
国
で
独
自
核
保
有
の
機
運
が
高
ま
っ
た
。
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そ
こ
で
、
同
盟
の
核
政
策
に
お
け
る
西
欧
諸
国
の
役
割
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
「
拡
大
抑
止
」
の
信
頼
性
を
担
保
す
る
こ
と
、
そ

し
て
西
欧
諸
国
内
で
の
核
拡
散
を
阻
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
内
、
あ
る
い
は
北
大
西
洋
条
約
機
構

（N
orth Atlantic Treaty O

rganization:

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
諸
国
内
に
お
い
て
様
々
な
方
途
が
検
討
さ
れ（
5
）た。
そ
の
中
で
、
一
九
六
〇
年
八
月
に
は
、

ス
ミ
ス
（G

erard C. Sm
ith

）
米
国
務
次
官
補
の
委
託
に
よ
っ
て
ボ
ウ
イ
（Robert R. Bow

ie

）
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
国
際
問
題
研
究
所
所
長

（
元
国
務
省
政
策
企
画
室
室
長
）
が
作
成
し
た
報
告
書
、
い
わ
ゆ
る
「
ボ
ウ
イ
報
告
（Bow

ie Report

）」
が
ま
と
め
ら
れ
た
が
、
こ
れ
が
後
の

Ｍ
Ｌ
Ｆ
構
想
の
直
接
の
「
起
源
」
と
呼
べ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
ボ
ウ
イ
報
告
」
で
、
同
盟
内
に
お
け
る
「
海
洋
ポ
ラ
リ
ス
戦
力
」
の

創
設
が
提
案
さ
れ
た
の
で
あ（
6
）る。

　

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
に
続
く
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
も
前
政
権
の
政
策
方
針
を
引
き
継
い
だ
が
、
そ
の
中
で
生
み
出
さ
れ
た
の
が
Ｍ
Ｌ
Ｆ
構

想
で
あ
る
。
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
が
こ
れ
を
初
め
て
公
表
し
た
の
は
、
一
九
六
一
年
五
月
、
カ
ナ
ダ
議
会
で
の
ケ
ネ
デ
ィ
の
演
説
で
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
こ
の
時
ケ
ネ
デ
ィ
が
表
明
し
た
構
想
の
概
要
は
、
ア
メ
リ
カ
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
に
五
隻
の
ポ
ラ
リ
ス
潜
水
艦
を
委
託
し
、
最
終
的

に
は
「
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
海
洋
戦
力
」
を
確
立
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ（
7
）た。

そ
の
後
ア
メ
リ
カ
は
国
務
省
を
中
心
と
し
て
こ
の
構
想
の
具
体

化
を
進
め
、
六
二
年
末
ま
で
に
そ
の
骨
子
を
固
め
た
。
六
二
年
末
に
出
来
上
が
っ
た
構
想
の
骨
子
で
は
、
ア
メ
リ
カ
が
提
供
す
る
戦
力
は

「
五
隻
の
潜
水
艦
」
で
は
な
く
「
二
五
隻
の
水
上
艦
（surface fleet

）」
に
変
更
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
、
原
子
力
潜
水
艦
の
機
密
情
報
が
ソ
連

に
漏
洩
す
る
こ
と
を
危
惧
す
る
意
見
が
海
軍
か
ら
出
さ
れ
た
た
め
で
あ（
8
）る。
ア
メ
リ
カ
が
提
供
す
る
戦
力
が
「
潜
水
艦
」
か
ら
「
水
上

艦
」
に
変
わ
っ
た
よ
う
に
、
Ｍ
Ｌ
Ｆ
の
内
容
は
度
々
変
更
さ
れ
る
が
、
一
九
六
三
年
段
階
で
の
概
要
を
ま
と
め
る
な
ら
ば
そ
れ
は
、

・
各
々
八
基
の
ポ
ラ
リ
ス
・
ミ
サ
イ
ル
を
搭
載
し
た
水
上
艦
二
五
隻
を
ア
メ
リ
カ
、
及
び
同
盟
国
が
共
同
で
所
有
す
る
。

・
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
最
高
司
令
官
の
指
揮
下
、
複
数
国
か
ら
な
る
混
成
成
員
に
よ
っ
て
共
同
で
運
営
す
る
。

・
核
兵
器
発
射
に
関
し
て
は
当
面
ア
メ
リ
カ
が
拒
否
権
を
保
持
す
る
が
、
将
来
的
に
は
そ
の
変
更
も
あ
り
得
る
。
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と
い
う
も
の
で
あ（
9
）る。
し
か
し
Ｍ
Ｌ
Ｆ
構
想
は
、
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
が
期
待
し
た
よ
う
に
は
進
展
し
な
か
っ
た
。
二
方
面
か
ら
そ
れ
に
対
す

る
反
対
の
声
が
上
が
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
同
盟
国
か
ら
の
反
対
が
あ
っ
た
。
ド
ゴ
ー
ル
（Charles de G

aulle

）
の
フ
ラ
ン
ス
が
Ｍ
Ｌ
Ｆ
へ
の
反
対
を
公
に
表
明
し
、
保
守

党
政
権
の
イ
ギ
リ
ス
も
消
極
的
な
姿
勢
に
終
始
し
た
の
で
あ
）
10
（
る
。
そ
の
他
の
欧
州
の
同
盟
国
も
、
Ｍ
Ｌ
Ｆ
設
立
に
伴
う
財
政
負
担
の
増
大

を
懸
念
し
、
慎
重
な
姿
勢
を
と
っ
た
。
西
欧
諸
国
で
Ｍ
Ｌ
Ｆ
に
対
し
て
最
も
積
極
的
な
姿
勢
を
示
し
た
の
は
、
皮
肉
に
も
、
そ
れ
に
よ
っ

て
核
保
有
を
阻
止
さ
れ
る
西
ド
イ
ツ
で
あ
っ
た
。
西
ド
イ
ツ
は
、
Ｍ
Ｌ
Ｆ
へ
の
参
加
を
通
じ
て
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
核
防
衛
に
お
い
て
よ
り
大
き
な

役
割
を
演
じ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ソ
連
も
Ｍ
Ｌ
Ｆ
に
強
く
反
対
し
た
。
ソ
連
は
Ｍ
Ｌ
Ｆ
を
、
西
ド
イ
ツ
に
核

兵
器
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
機
会
を
与
え
る
も
の
と
し
て
非
難
し
た
の
で
あ
）
11
（
る
。

㈡　

保
守
党
政
権
と
Ｍ
Ｌ
Ｆ

　

先
述
の
よ
う
に
、
保
守
党
政
権
時
代
の
イ
ギ
リ
ス
は
、
Ｍ
Ｌ
Ｆ
に
対
し
て
消
極
的
な
姿
勢
に
終
始
し
て
い
た
。
そ
の
理
由
は
、
保
守
党

政
権
が
イ
ギ
リ
ス
の
「
独
自
核
抑
止
力
（independent nuclear deterrent

）」
の
維
持
に
固
執
し
て
い
た
か
ら
で
あ
）
12
（
る
。

　

一
九
五
〇
年
代
前
半
、
第
三
次
チ
ャ
ー
チ
ル
（W

inston S. Churchill

）
政
権
（
一
九
五
一
〜
五
五
年
）
は
、
同
盟
か
ら
独
立
し
て
イ
ギ

リ
ス
が
自
由
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
出
来
る
核
戦
力
の
構
築
を
目
指
し
た
。
こ
れ
が
イ
ギ
リ
ス
の
「
独
自
核
抑
止
力
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
起

源
で
あ
）
13
（

る
。
し
か
し
、
こ
の
イ
ギ
リ
ス
の
「
独
自
核
抑
止
力
」
は
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
、
生
ま
れ
て
早
々
危
機
に
瀕
し
た
。
米
ソ
の
核

軍
拡
競
争
が
「
ミ
サ
イ
ル
時
代
」
に
突
入
す
る
中
、
イ
ギ
リ
ス
の
「
独
自
核
抑
止
力
」
は
爆
撃
機
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
効
果
的

な
抑
止
が
期
待
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
）
14
（
る
。
一
九
五
七
年
に
誕
生
し
た
マ
ク
ミ
ラ
ン
（H

arold M
acm

illan

）
政
権
は
「
独

自
核
抑
止
力
」
を
救
う
べ
く
、
一
九
六
二
年
一
二
月
、
ア
メ
リ
カ
と
「
ナ
ッ
ソ
ー
協
定
（N

assau Agreem
ent

）」
に
合
意
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
イ
ギ
リ
ス
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ポ
ラ
リ
ス
・
ミ
サ
イ
ル
の
提
供
を
受
け
、
そ
れ
を
搭
載
す
る
た
め
の
潜
水
艦
は
自
国
で
建
造
す
る
こ
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と
と
な
っ
た
。
し
か
し
「
ナ
ッ
ソ
ー
協
定
」
で
は
、
ポ
ラ
リ
ス
・
ミ
サ
イ
ル
を
搭
載
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
潜
水
艦
は
通
常
時
Ｍ
Ｌ
Ｆ
に
提
供

さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
が
「
究
極
的
な
国
益
（suprem

e national interest

）
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
」
た
と
判
断
し
た
場
合
に
の
み
、
提
供
し
て

い
る
ポ
ラ
リ
ス
潜
水
艦
を
Ｍ
Ｌ
Ｆ
か
ら
独
立
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
と
規
定
さ
れ
て
い
）
15
（
た
。
保
守
党
政
権
に
と
り
、
Ｍ
Ｌ
Ｆ
へ
の
参
加
は

「
独
自
核
抑
止
力
」
を
維
持
す
る
た
め
の
大
き
な
「
代
償
」
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
保
守
党
政
権
は
Ｍ
Ｌ
Ｆ
に
対
し
て
消
極
的
な
姿
勢
に

終
始
し
た
の
で
あ
る
。

三　

野
党
時
代
の
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
と
Ｍ
Ｌ
Ｆ

㈠　

西
ド
イ
ツ

　

保
守
党
政
権
と
同
じ
く
、
野
党
時
代
の
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
は
Ｍ
Ｌ
Ｆ
へ
の
反
対
を
表
明
し
て
い
た
が
、
両
者
の
反
対
の
理
由
は
異
な
っ

て
い
た
。
野
党
労
働
党
が
Ｍ
Ｌ
Ｆ
に
反
対
し
て
い
た
理
由
は
、
大
き
く
二
つ
あ
っ
た
。
そ
の
一
つ
目
は
、
Ｍ
Ｌ
Ｆ
に
よ
っ
て
西
ド
イ
ツ
が

「
核
の
引
き
金
」
に
手
を
か
け
る
可
能
性
に
対
す
る
懸
念
で
あ
る
。

　

一
九
六
四
年
三
月
、
労
働
党
の
党
首
と
し
て
ジ
ョ
ン
ソ
ン
米
大
統
領
と
会
談
を
行
っ
た
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、「
労
働
党
政
権
が
Ｍ
Ｌ
Ｆ
を

支
持
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
は
、
そ
れ
が
ド
イ
ツ
に
独
自
の
核
を
も
持
た
せ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
唯
一
の
方
法
で
あ
る
よ
う
な
状
況

に
お
い
て
の
み
で
あ
る
」
が
、「
ド
イ
ツ
が
そ
れ
を
望
む
と
は
思
え
な
い
」
と
の
見
解
を
表
明
し
た
。
ま
た
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、
も
し
Ｍ
Ｌ

Ｆ
の
中
で
ア
メ
リ
カ
が
拒
否
権
を
維
持
出
来
な
く
な
っ
た
場
合
、
西
ド
イ
ツ
が
核
を
発
射
す
る
か
否
か
の
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ボ
ー
ト
を

握
る
よ
う
な
状
況
に
な
る
こ
と
に
対
す
る
危
惧
を
示
し
）
16
（

た
。

　

イ
ギ
リ
ス
労
働
党
に
と
っ
て
、
西
ド
イ
ツ
と
の
関
係
は
微
妙
な
問
題
で
あ
っ
た
。
冷
戦
期
、
労
働
党
は
東
西
関
係
の
正
常
化
を
訴
え
て
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い
た
が
、
そ
の
よ
う
な
労
働
党
に
と
り
、
西
ド
イ
ツ
の
強
硬
な
外
交
政
策
は
批
判
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
）
17
（
た
。
ま
た
、
一
九
六
〇
年
代
の
政

治
家
達
に
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
記
憶
が
い
ま
だ
生
々
し
く
残
っ
て
お
り
、
労
働
党
内
に
お
け
る
「
反
ド
イ
ツ
」
感
情
は
根
強
か
っ
）
18
（

た
。

し
た
が
っ
て
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
表
明
し
た
よ
う
に
、
Ｍ
Ｌ
Ｆ
が
「
西
ド
イ
ツ
が
『
核
の
引
き
金
』
に
手
を
か
け
る
」
糸
口
に
な
る
こ
と
を
、

労
働
党
の
政
治
家
達
は
恐
れ
た
の
で
あ
る
。

㈡　

同
盟
の
緊
密
化

　

野
党
期
の
労
働
党
が
Ｍ
Ｌ
Ｆ
に
反
対
し
て
い
た
理
由
の
二
つ
目
は
、
そ
れ
が
大
西
洋
同
盟
を
強
化
す
る
た
め
に
十
分
な
政
治
的
・
軍
事

的
性
格
を
持
つ
も
の
と
考
え
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

一
九
六
四
年
四
月
、
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
の
外
交
部
長
で
あ
り
、
半
年
後
に
労
働
党
政
権
で
外
相
の
座
に
就
く
こ
と
に
な
る
ゴ
ー
ド
ン
・

ウ
ォ
ー
カ
ー
（Patrick G

ordon W
alker

）
は
、『
フ
ォ
ー
リ
ン
・
ア
フ
ェ
ア
ー
ズ
』
誌
に
労
働
党
の
外
交
・
防
衛
政
策
に
つ
い
て
の
論
文

を
発
表
し
た
。
こ
の
中
で
ゴ
ー
ド
ン
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
が
強
調
し
た
の
は
、
大
西
洋
同
盟
の
緊
密
化
の
必
要
性
と
、
核
政
策
に
お
け
る
ア
メ

リ
カ
と
の
協
調
の
重
要
性
で
あ
っ
た
。

我
々
は
核
政
策
と
核
戦
略
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
と
真
の
意
味
で
の
役
割
分
担
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、﹇
引
用
者
注:

西
側
同
盟
の
核

政
策
に
つ
い
て
の
﹈
最
終
決
定
権
が
ア
メ
リ
カ
大
統
領
の
手
中
に
あ
る
こ
と
を
、
事
実
と
し
て
、
そ
し
て
望
ま
し
い
も
の
と
し
て
、
受
け
入
れ
）
19
（

る
。

　

こ
れ
は
つ
ま
り
、
労
働
党
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
イ
ギ
リ
ス
の
核
政
策
は
、「
同
盟
の
中
で
の
ア
メ
リ
カ
と
の
一
層
の
協
調
」
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
労
働
党
は
、
防
衛
政
策
に
お
い
て
、
ド
ゴ
ー
ル
の
フ
ラ
ン
ス
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
距
離
を
置
い
た
「
独
自

路
線
」
を
採
る
こ
と
を
、
明
確
に
否
定
し
た
の
で
あ
る
。
労
働
党
が
こ
の
よ
う
な
政
策
を
最
も
望
ま
し
い
道
と
考
え
て
い
た
の
に
は
、
い
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く
つ
か
の
理
由
が
あ
る
。

　

一
つ
目
は
、
核
を
巡
る
労
働
党
内
の
深
刻
な
党
内
対
立
で
あ
る
。
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
六
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
、
労
働
党

内
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
核
兵
器
の
一
方
的
破
棄
を
主
張
す
る
左
派
と
、
核
兵
器
の
保
持
を
求
め
る
右
派
に
よ
る
激
し
い
対
立
が
生
じ
）
20
（
た
。

そ
こ
で
、「
同
盟
」
の
役
割
を
強
調
す
る
と
い
う
、
左
右
両
陣
営
の
「
中
間
」
的
な
政
策
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
と
し
て
浮
上
し
た

の
で
あ
）
21
（

る
。

　

理
由
の
二
つ
目
は
、
米
ソ
二
大
国
が
圧
倒
的
な
核
能
力
を
持
っ
て
い
る
現
状
を
受
け
入
れ
る
ほ
か
な
い
と
い
う
、
冷
徹
な
現
状
認
識
で

あ
る
。
ゴ
ー
ド
ン
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
は
論
文
の
中
で
こ
れ
に
つ
い
て
、「
労
働
党
の
防
衛
・
外
交
政
策
は
世
界
の
現
状
に
基
礎
を
置
く
。
真

の
核
大
国
と
な
る
に
必
要
な
完
全
装
備
を
備
え
る
余
裕
が
あ
る
超
大
国
は
二
つ
し
か
な
い
」
と
宣
言
し
）
22
（
た
。

　

六
四
年
一
〇
月
の
総
選
挙
の
際
に
発
表
し
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
労
働
党
は
、「
Ｍ
Ｌ
Ｆ
へ
の
反
対
」
を
公
約
に
掲
げ
た
が
、
そ
の
理
由

に
つ
い
て
詳
し
い
説
明
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
、

我
々
は
西
欧
同
盟
の
相
互
依
存
を
信
頼
し
、
同
盟
内
の
す
べ
て
の
パ
ー
ト
ナ
ー
が
核
の
配
備
と
管
理
に
お
い
て
適
切
な
役
割
を
担
う
こ
と
が
出
来
る
よ

う
に
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
す
べ
て
の
核
兵
器
を
効
果
的
な
政
治
管
理
の
下
に
統
合
す
る
た
め
の
、
建
設
的
な
提
案
を
提
示
す
る

と
さ
れ
）
23
（
た
。「
建
設
的
な
提
案
」
が
具
体
的
に
何
を
意
味
す
る
の
か
は
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
は
記
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
Ａ
Ｎ
Ｆ
構
想

と
い
う
ま
と
ま
っ
た
形
に
作
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
、
実
際
に
労
働
党
政
権
が
誕
生
し
た
後
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
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四　

ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
の
発
足
と
Ａ
Ｎ
Ｆ
の
誕
生

㈠　

起　

源

　

一
九
六
四
年
一
〇
月
一
五
日
、
総
選
挙
が
行
わ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
は
一
三
年
ぶ
り
に
政
権
の
座
に
就
い
た
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
労
働

党
政
権
が
発
足
し
た
時
、
政
権
が
真
っ
先
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
喫
緊
の
課
題
の
一
つ
が
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｍ
Ｌ
Ｆ
構
想
へ
の
対

応
で
あ
っ
た
。
Ｍ
Ｌ
Ｆ
へ
の
対
応
が
「
喫
緊
の
」
課
題
で
あ
っ
た
の
は
、
当
時
西
ド
イ
ツ
が
、
他
の
国
の
賛
同
が
得
ら
れ
な
い
場
合
に
は

米
・
西
ド
イ
ツ
二
カ
国
間
の
み
で
も
Ｍ
Ｌ
Ｆ
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
を
望
み
、
首
相
の
エ
ア
ハ
ル
ト
（Ludw

ig Erhard

）
が
公
の
場
で
そ
の

可
能
性
を
示
唆
す
る
発
言
を
行
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
）
24
（

る
。
ア
メ
リ
カ
は
米
・
西
ド
イ
ツ
二
国
間
で
の
Ｍ
Ｌ
Ｆ
を
明
確
に
否
定
し
た
）
25
（

が
、
イ

ギ
リ
ス
は
危
機
感
を
強
め
）
26
（
た
。
先
に
見
た
よ
う
に
労
働
党
は
、
Ｍ
Ｌ
Ｆ
に
反
対
し
て
い
た
が
、
ア
メ
リ
カ
と
西
ド
イ
ツ
が
二
カ
国
間
の
み

で
も
Ｍ
Ｌ
Ｆ
を
実
現
さ
せ
る
可
能
性
が
浮
上
し
た
今
、
単
に
「
反
対
し
続
け
る
」
だ
け
で
は
、
そ
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
可

能
性
が
出
て
き
た
。
外
相
の
ゴ
ー
ド
ン
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
に
言
わ
せ
れ
ば
、「
イ
ギ
リ
ス
の
頭
越
し
に
ア
メ
リ
カ
が
ド
イ
ツ
と
同
盟
を
結
ぶ

こ
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
代
償
を
払
っ
て
で
も
阻
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
事
態
で
あ
っ
）
27
（

た
。
ま
た
、
西
側
諸
国
は
イ
ギ
リ
ス
の
新
政
権
が

Ｍ
Ｌ
Ｆ
に
対
し
ど
の
よ
う
な
態
度
を
取
る
の
か
、
注
視
し
て
い
）
28
（

た
。
何
ら
か
の
対
応
が
必
要
で
あ
っ
た
。

　

一
〇
月
二
三
日
、
駐
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
イ
ギ
リ
ス
大
使
の
シ
ャ
ッ
ク
バ
ラ
（Evelyn Shuckburgh

）
と
会
談
し
た
ゴ
ー
ド
ン
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
は
、

新
政
権
は
Ｍ
Ｌ
Ｆ
に
つ
い
て
考
慮
す
る
た
め
の
時
間
が
も
う
少
し
必
要
だ
が
、「
前
政
権
は
交
渉
を
遅
延
さ
せ
が
ち
で
」
あ
っ
た
た
め
、

「
建
設
的
な
提
案
を
提
示
し
た
時
の
み
、
議
論
を
引
き
延
ば
せ
る
だ
ろ
う
」
と
の
考
え
を
示
し
）
29
（
た
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
ウ
ィ
ル
ソ

ン
政
権
が
Ｍ
Ｌ
Ｆ
へ
の
「
建
設
的
な
対
案
」
を
必
要
と
し
た
第
一
の
理
由
は
、「
Ｍ
Ｌ
Ｆ
に
つ
い
て
考
慮
す
る
た
め
の
時
間
が
も
う
少
し
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必
要
」
だ
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
Ａ
Ｎ
Ｆ
は
、
新
政
権
が
Ｍ
Ｌ
Ｆ
へ
の
確
固
た
る
対
応
を
決
定
す
る
た
め
の
時
間

を
稼
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
た
、「
繫
ぎ
」
の
案
と
し
て
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、「
繫
ぎ
」
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
の
案
は
、
徐
々
に

イ
ギ
リ
ス
政
府
の
重
要
な
外
交
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
同
盟
諸
国
内
で
も
真
剣
な
検
討
の
対
象
と
な
っ
て
い
く

の
で
あ
る
。

　

ゴ
ー
ド
ン
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
の
発
言
を
聞
い
た
防
衛
相
の
ヒ
ー
リ
ー
（D

enis H
ealey

）
も
、
Ｍ
Ｌ
Ｆ
へ
の
「
建
設
的
な
対
案
を
提
示
す

る
必
要
が
あ
る
」
こ
と
に
同
意
し
た
う
え
で
、
多
角
的
核
戦
力
に
つ
い
て
考
慮
す
べ
き
点
と
し
て
、（
ａ
）
イ
ギ
リ
ス
は
（
核
の
発
射
・
管

理
に
つ
い
て
）
拒
否
権
を
保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、（
ｂ
）
イ
ギ
リ
ス
の
（
戦
力
面
に
お
け
る
）
貢
献
は
、
拒
否
権
を
主
張
す
る
こ
と

を
正
当
化
す
る
の
に
十
分
な
ほ
ど
、
総
合
的
に
大
き
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、（
ｃ
）
金
銭
的
に
も
、
人
材
的
に
も
、
新
た
に
大
き
な
防

衛
支
出
を
伴
わ
な
い
、（
ｄ
）
新
政
権
は
、
欧
州
に
残
存
す
る
戦
略
・
戦
術
核
の
す
べ
て
を
、
新
た
な
同
盟
内
の
計
画
に
提
供
す
る
こ
と

を
考
慮
し
て
も
よ
い
、
の
四
点
を
挙
げ
た
。
ま
た
ヒ
ー
リ
ー
は
、
最
も
重
要
な
問
題
は
ド
イ
ツ
と
緊
密
な
関
係
を
築
く
こ
と
で
あ
り
、

「
労
働
党
政
権
は
反
ド
イ
ツ
的
で
あ
る
と
い
う
考
え
を
抹
消
（kill

）
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
考
え
も
示
し
）
30
（
た
。

　

Ｍ
Ｌ
Ｆ
に
対
す
る
新
政
権
の
「
建
設
的
な
対
案
」
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
、
初
め
て
公
の
場
で
言
及
が
な
さ
れ
た
の
は
、
一
〇
月

二
六
日
、
訪
米
し
た
ゴ
ー
ド
ン
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
が
ラ
ス
ク
（D

ean Rusk

）
米
国
務
長
官
、
ボ
ー
ル
（G

eorge Ball

）
国
務
次
官
補
、
マ
ク

ナ
マ
ラ
（Robert S. M
cN

am
ara

）
国
防
長
官
等
と
会
談
を
持
っ
た
際
で
あ
る
。「
大
西
洋
核
戦
力
（Atlantic N

uclear Force

）」
と
い
う
言

葉
が
公
の
場
で
始
め
て
使
わ
れ
た
の
も
、
お
そ
ら
く
こ
の
時
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
側
か
ら
イ
ギ
リ
ス
新
政
権
の
Ｍ
Ｌ
Ｆ
へ
の
対
応
に
つ
い

て
尋
ね
ら
れ
る
と
、
ゴ
ー
ド
ン
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
は
そ
れ
が
非
公
式
で
個
人
的
な
考
え
で
あ
る
と
前
置
き
し
た
う
え
で
、
望
ま
し
い
と
思
わ

れ
る
核
戦
力
共
有
の
形
態
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
た
。

・ 

戦
力
は
イ
ギ
リ
ス
の
Ｖ
型
爆
撃
機
と
建
造
中
の
ポ
ラ
リ
ス
潜
水
艦
、
及
び
そ
れ
と
同
数
の
ア
メ
リ
カ
の
ポ
ラ
リ
ス
潜
水
艦
で
構
成
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さ
れ
る
。

・
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
戦
力
の
提
供
は
同
盟
が
存
続
す
る
限
り
続
け
ら
れ
る
。

・
戦
力
の
す
べ
て
の
要
素
に
つ
い
て
英
・
米
が
拒
否
権
を
保
持
す
る
。

・ 「
大
西
洋
核
戦
力
」、
あ
る
い
は
別
の
名
前
で
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
こ
の
新
し
い
戦
力
は
、
大
西
洋
同
盟
を
よ
り
緊
密

に
す
る
こ
と
（bringing the Atlantic Alliance m

ore closely together

）
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
）
31
（

る
。

　

ゴ
ー
ド
ン
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
が
前
置
き
し
た
よ
う
に
、
こ
の
時
点
で
は
こ
れ
ら
の
考
え
は
彼
自
身
の
個
人
的
な
考
え
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

以
後
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
が
追
求
し
て
い
く
Ａ
Ｎ
Ｆ
構
想
の
基
本
的
な
要
素
は
、
こ
こ
に
す
で
に
出
揃
っ
て
い
る
。
帰
国
後
、
ゴ
ー
ド
ン
・

ウ
ォ
ー
カ
ー
は
、
自
身
が
Ａ
Ｎ
Ｆ
構
想
を
披
露
し
た
時
の
ア
メ
リ
カ
側
の
様
子
に
つ
い
て
、「
ラ
ス
ク
は
興
味
を
示
し
、
あ
る
程
度
我
々

の
考
え
を
好
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
ボ
ー
ル
は
反
対
し
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
彼
は
法
律
家
と
し
て
、
非
常
に
法
律
的
な

観
点
か
ら
見
て
い
る
か
ら
だ
。
マ
ク
ナ
マ
ラ
は
中
立
的
に
興
味
を
示
し
て
い
た
」
と
、
首
相
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
に
報
告
し
た
。
こ
れ
を
聞
い

た
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
ア
メ
リ
カ
の
反
応
は
お
お
む
ね
好
意
的
で
あ
っ
た
と
理
解
し
た
よ
う
で
、「
一
一
月
中
旬
に
外
相
が
ボ
ン
を
訪
問
し
、

こ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
ド
イ
ツ
に
売
り
込
む
」
こ
と
に
合
意
し
）
32
（

た
。
ア
メ
リ
カ
の
「
好
意
的
な
」
反
応
を
受
け
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
は
、
当

初
「
繫
ぎ
」
の
案
と
考
え
て
い
た
Ａ
Ｎ
Ｆ
構
想
の
実
現
に
向
け
て
本
格
的
に
動
き
出
し
た
の
で
あ
る
。

㈡　
『
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
．
一
一
／
二
（final
）』

　

ゴ
ー
ド
ン
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
の
発
言
と
そ
れ
に
対
す
る
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
合
意
を
受
け
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
高
官
達
は
、
ゴ
ー
ド
ン
・

ウ
ォ
ー
カ
ー
の
発
言
を
元
に
Ａ
Ｎ
Ｆ
構
想
を
具
体
化
す
る
作
業
に
着
手
し
）
33
（

た
。
そ
し
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
の
が
、『
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
．
一
一
／

二
（final

）Atlantic N
uclear Force

』
と
銘
打
た
れ
た
文
書
で
あ
る
。
以
後
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
は
二
年
あ
ま
り
に
渡
っ
て
Ａ
Ｎ
Ｆ
構
想
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を
検
討
し
、
そ
の
実
現
を
追
求
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
内
容
は
こ
の
『
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
．
一
一
／
二
（final

）』
か
ら
全
く
と
言
っ

て
よ
い
ほ
ど
変
わ
ら
ず
、
構
想
の
エ
ッ
セ
ン
ス
は
す
で
に
こ
こ
に
出
揃
っ
て
い
る
。『
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
．
一
一
／
二
（final

）』
は
、
イ
ギ
リ
ス

政
府
内
で
の
検
討
用
の
文
書
で
あ
り
、
他
国
の
閲
覧
に
供
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
首
相
の

ウ
ィ
ル
ソ
ン
、
外
相
の
ゴ
ー
ド
ン
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
、
防
衛
相
の
ヒ
ー
リ
ー
以
外
の
閣
僚
に
対
し
て
は
意
図
的
に
秘
匿
さ
れ
、
三
人
以
外
の

閣
僚
に
は
送
付
さ
れ
な
か
っ
）
34
（

た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
「
準
備
的
」
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
そ
こ
に
は
こ
の
構
想
を

作
っ
た
者
達
の
「
本
音
」
の
部
分
が
よ
り
直
截
に
表
れ
て
い
る
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
主
な
内
容
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
）
35
（
る
。

○
構
想
の
目
的

　
（
ａ 

）
核
の
計
画
と
戦
略
に
つ
い
て
よ
り
大
き
な
影
響
力
を
行
使
し
た
い
と
い
う
非
核
保
有
国
の
立
場
を
考
慮
し
つ
つ
、
同
盟
の
全

体
と
し
て
の
強
さ
と
一
体
性
を
促
進
す
る
た
め
の
方
途
を
見
つ
け
る
。

　
（
ｂ 

）
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
提
供
さ
れ
て
い
る
核
戦
力
を
単
一
の
統
合
さ
れ
た
管
理
シ
ス
テ
ム
（a single unified control system

）
の

下
で
出
来
得
る
限
り
一
体
化
す
る
。

　
（
ｃ 

）
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
お
け
る
核
兵
器
に
関
す
る
西
側
諸
国
の
政
策
に
つ
い
て
、
同
盟
内
で
の
協
議
（consultation

）

を
増
加
さ
せ
る
。

○
概
要

・
以
下
の
諸
要
素
が
統
一
さ
れ
た
管
理
（unified control

）
の
下
で
単
一
の
戦
力
と
し
て
統
合
さ
れ
る
。

　
（
ａ 

）
イ
ギ
リ
ス
の
Ⅴ
型
爆
撃
機
、
後
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
ポ
ラ
リ
ス
潜
水
艦

　
（
ｂ 

）
イ
ギ
リ
ス
と
同
数
以
上
の
ア
メ
リ
カ
の
ポ
ラ
リ
ス
潜
水
艦
と
、
場
合
に
よ
っ
て
は
ミ
ニ
ッ
ト
マ
ン
（M

inutem
an

）・
ミ
サ



第一次ハロルド・ウィルソン政権の大西洋核戦力構想

197

イ
ル

　
（
ｃ 

）
混
成
成
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
「
Ｍ
Ｌ
Ｆ
」
的
な
部
隊

　
（
ｄ 

）
フ
ラ
ン
ス
が
提
供
を
決
定
し
た
あ
ら
ゆ
る
戦
力

・
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
は
戦
力
使
用
の
全
般
と
管
理
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
変
更
に
つ
い
て
拒
否
権
を
有
す
る
。

・
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
戦
力
の
提
供
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
が
存
続
す
る
限
り
続
け
ら
れ
る
。

・ 

Ａ
Ｎ
Ｆ
の
攻
撃
目
標
設
定
（targetting

）
は
、
大
西
洋
地
域
に
存
在
す
る
す
べ
て
の
ア
メ
リ
カ
の
戦
力
の
攻
撃
目
標
設
定
と
協
調

（co-ordina ted
）
す
る
。

　
『
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
．
一
一
／
二
（final
）Atlantic N

uclear Force

』
の
「
目
的
」
に
お
い
て
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
、
同
盟
の
「
一
体
性
」

や
、「
協
議
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ゴ
ー
ド
ン
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
が
訪
米
時
に
使
っ
た
「
同
盟
を
よ
り
緊
密
に
す
る
こ

と
」
と
い
う
言
葉
に
置
き
換
え
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
Ａ
Ｎ
Ｆ
に
導
入
さ
れ
た
要
素
の
多
く
も
、
こ
の
「
目
的
」
か
ら
説
明
が
出
来
る
。

　

し
か
し
、
中
に
は
こ
の
「
目
的
」
か
ら
は
説
明
が
付
か
な
い
要
素
も
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
が
「
拒
否
権
」
の
問
題
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
を
説
明
す
る
の
が
、「
西
ド
イ
ツ
を
『
核
の
引
き
金
』
か
ら
遠
ざ
け
る
」
と
い
う
、
労
働
党
の
も
う
一
つ
の
「
目
的
」
で
あ
る
。
先

に
見
た
よ
う
に
、
六
四
年
三
月
の
訪
米
時
に
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、
も
し
Ｍ
Ｌ
Ｆ
の
中
で
ア
メ
リ
カ
が
拒
否
権
を
維
持
出
来
な
く
な
っ
た
場
合
、

西
ド
イ
ツ
が
核
を
発
射
す
る
か
否
か
の
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ボ
ー
ト
を
握
る
よ
う
な
状
況
に
な
る
こ
と
に
対
す
る
危
惧
を
示
し
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
と
と
も
に
イ
ギ
リ
ス
も
拒
否
権
を
保
持
し
、
し
か
も
「
管
理
シ
ス
テ
ム
」
に
関
し
て
も
拒
否
権
を
保
持
す
る
こ

と
で
、「
西
ド
イ
ツ
が
核
を
発
射
す
る
か
否
か
の
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ボ
ー
ト
を
握
る
よ
う
な
状
況
に
な
る
」
可
能
性
を
遠
ざ
け
た
の
で

あ
る
。
後
の
英
米
首
脳
・
閣
僚
会
談
で
、
ヒ
ー
リ
ー
は
、「
核
保
有
国
が
拒
否
権
を
保
持
し
な
い
」
核
共
有
は
「
拡
散
」
に
な
っ
て
し
ま

う
と
強
調
し
て
い
）
36
（

る
。
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こ
の
よ
う
に
、
同
盟
の
緊
密
化
を
促
進
し
、
か
つ
、
西
ド
イ
ツ
を
物
理
的
に
「
核
の
引
き
金
」
か
ら
遠
ざ
け
る
よ
う
に
、
Ａ
Ｎ
Ｆ
は
作

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

㈢　

そ
の
後
の
展
開

　
『
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
一
一
／
二
（final

）Atlantic N
uclear Force

』
の
内
容
は
一
一
月
一
一
日
の
第
一
六
回
内
閣
委
員
会
（
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
一
六
）
で
、

首
相
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
、
外
相
の
ゴ
ー
ド
ン
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
、
防
衛
相
の
ヒ
ー
リ
ー
の
三
人
に
よ
っ
て
合
意
さ
れ
）
37
（

た
。
そ
し
て
一
一
月
中
旬
、

ゴ
ー
ド
ン
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
が
西
ド
イ
ツ
を
訪
問
し
、
Ａ
Ｎ
Ｆ
構
想
の
「
売
り
込
み
」
が
行
わ
れ
）
38
（
た
。

　

一
一
月
二
一
日
か
ら
二
二
日
に
か
け
て
行
わ
れ
た
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
一
七
で
は
、
よ
り
幅
広
い
閣
僚
間
で
Ａ
Ｎ
Ｆ
構
想
の
推
進
に
つ
い
て
合
意

が
形
成
さ
）
39
（

れ
、
一
一
月
二
六
日
の
閣
議
で
正
式
に
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
政
策
と
し
て
承
認
さ
れ
）
40
（

た
。
一
二
月
七
日
に
は
こ
の
案
を
携
え
て

ウ
ィ
ル
ソ
ン
以
下
イ
ギ
リ
ス
政
府
閣
僚
、
高
官
達
が
渡
米
し
、
八
日
に
か
け
て
行
わ
れ
た
英
米
首
脳
会
談
・
閣
僚
級
会
談
に
お
い
て
、
イ

ギ
リ
ス
側
か
ら
ア
メ
リ
カ
側
へ
Ａ
Ｎ
Ｆ
構
想
の
提
案
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
場
で
Ａ
Ｎ
Ｆ
、
あ
る
い
は
Ｍ
Ｌ
Ｆ
に
つ
い
て
英
米
間
で
合
意
は

成
立
し
な
か
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
側
は
Ｍ
Ｌ
Ｆ
へ
の
賛
同
を
イ
ギ
リ
ス
側
に
強
制
す
る
こ
と
は
な
か
っ
）
41
（
た
。

　

そ
の
後
一
九
六
五
年
、
六
六
年
と
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
は
国
際
的
に
Ａ
Ｎ
Ｆ
構
想
の
実
現
を
模
索
し
て
い
く
が
、
構
想
実
現
に
向
け
た

動
き
は
、
遅
々
と
し
て
進
展
し
な
か
っ
）
42
（
た
。
こ
れ
は
結
局
、
西
ド
イ
ツ
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
決
断
を
躊
躇
し
た
か
ら
で
あ
る
。
六
五

年
三
月
六
日
か
ら
九
日
に
か
け
て
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
西
ド
イ
ツ
を
訪
問
し
、
エ
ア
ハ
ル
ト
と
会
談
を
持
っ
た
。
こ
の
会
談
に
お
い
て
ウ
ィ

ル
ソ
ン
は
エ
ア
ハ
ル
ト
に
、「
貴
方
は
Ｍ
Ｌ
Ｆ
や
Ａ
Ｎ
Ｆ
に
眠
れ
る
森
の
美
女
（sleeping beauty

）
の
よ
う
で
あ
っ
て
欲
し
い
の
で
は
な

い
で
す
か
」
と
尋
ね
た
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、
エ
ア
ハ
ル
ト
は
実
は
次
の
選
挙
ま
で
Ｍ
Ｌ
Ｆ
や
Ａ
Ｎ
Ｆ
の
進
展
を
望
ん
で
い
な
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
、
エ
ア
ハ
ル
ト
の
真
意
を
確
認
し
た
の
で
あ
る
。
エ
ア
ハ
ル
ト
は
こ
れ
を
否
定
し
な
か
っ
）
43
（

た
。

　

ア
メ
リ
カ
の
Ｍ
Ｌ
Ｆ
構
想
が
い
つ
「
終
焉
」
を
迎
え
た
の
か
に
つ
い
て
、
従
来
、
Ｍ
Ｌ
Ｆ
は
一
九
六
四
年
一
二
月
に
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ョ
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ン
ソ
ン
政
権
が
発
し
た
「
国
家
安
全
保
障
行
動
覚
書
（N

ational Security Action M
em

orandum
:

Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｍ
）
第
三
二
二
号
」
に
よ
っ
て

ほ
ぼ
終
焉
を
迎
え
た
と
さ
れ
て
き
）
44
（

た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
見
方
は
近
年
の
研
究
に
よ
っ
て
見
直
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
代
わ
り
に
多
く
の

研
究
が
Ｍ
Ｌ
Ｆ
構
想
の
実
質
的
な
「
終
焉
」
の
時
期
と
み
な
す
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
六
六
年
後
半
で
あ
）
45
（
る
。
こ
の
時
期
、
同
盟
内

で
の
核
共
有
に
関
す
る
議
論
は
、
Ｍ
Ｌ
Ｆ
や
Ａ
Ｎ
Ｆ
の
よ
う
に
核
弾
頭
や
運
搬
手
段
を
共
有
す
る
「
核
戦
力
共
有
」
よ
り
、
核
に
関
す
る

情
報
を
同
盟
内
で
共
有
し
、
そ
の
発
動
の
仕
方
に
つ
い
て
討
議
す
る
、「
戦
略
協
議
」
方
式
の
方
が
望
ま
し
い
と
す
る
方
向
に
傾
い
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
Ｍ
Ｌ
Ｆ
、
そ
し
て
Ａ
Ｎ
Ｆ
の
よ
う
な
「
核
戦
力
共
有
」
の
構
想
は
実
質
的
に
終
焉
を
迎
え
た
の
で
あ
）
46
（
る
。

五　

お
わ
り
に

　

自
身
の
政
権
が
発
足
し
て
以
来
の
「
外
交
的
成
果
」
に
つ
い
て
語
る
中
で
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
発
し
た
と
さ
れ
る
有
名
な
言
葉
と
し
て
、

「
何
よ
り
も
ま
ず
、
我
々
は
Ｍ
Ｌ
Ｆ
を
殺
し
た
（Apart from

 anything else w
e have killed the M

LF

）」
と
い
う
も
の
が
あ
）
47
（

る
。

　

こ
の
言
葉
は
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
が
Ａ
Ｎ
Ｆ
構
想
を
打
ち
出
し
た
第
一
の
理
由
は
、「
Ｍ
Ｌ
Ｆ
を
殺
す
」
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
う
印
象

を
、
広
く
与
え
て
き
た
。
し
か
し
、
公
開
さ
れ
た
当
時
の
資
料
の
検
討
を
通
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
は
、「
Ｍ
Ｌ
Ｆ
を
殺
」
そ
う

と
躍
起
に
な
る
の
と
は
、
若
干
異
な
る
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
の
姿
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
ア
メ
リ
カ
が
Ｍ
Ｌ
Ｆ
構
想
を
打
ち
出
し
た
理
由
は
大
き
く
二
つ
あ
っ
た
。
一
つ
目
は
、
西
ド
イ
ツ
の
核
武
装
を
阻
止
す
る
こ

と
、
そ
し
て
二
つ
目
は
、
西
ド
イ
ツ
に
留
ま
ら
ず
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
も
含
め
た
西
欧
各
国
の
「
拡
大
抑
止
」
へ
の
不
安
を
解

消
す
る
た
め
に
、
同
盟
の
結
束
を
強
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
野
党
時
代
の
労
働
党
が
Ｍ
Ｌ
Ｆ
に
反
対
し
て
い
た
の
は
、
こ
の
双
方
の
目
的

を
達
す
る
に
は
、
Ｍ
Ｌ
Ｆ
は
「
不
十
分
」
で
あ
る
と
見
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
労
働
党
は
、
Ｍ
Ｌ
Ｆ
の
「
方
向
性
」
に
共
感
し
つ

つ
、
そ
の
「
方
法
」
に
不
満
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
Ａ
Ｎ
Ｆ
構
想
は
、
Ｍ
Ｌ
Ｆ
の
こ
の
「
不
十
分
」
な
面
を
「
修
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正
」
す
る
よ
う
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
の
Ａ
Ｎ
Ｆ
構
想
は
、「
Ｍ
Ｌ
Ｆ
を
殺
す
」
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
、

「
Ｍ
Ｌ
Ｆ
を
救
う
」
よ
う
な
性
格
を
持
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
1
）  
ア
メ
リ
カ
の
Ｍ
Ｌ
Ｆ
構
想
に
つ
い
て
は
数
多
く
の
研
究
が
存
在
し
て
い
る
が
、
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、John D. Steinbruner, The Cy-

bernetic Theory of D
ecision: N

ew D
im

ensions of Political A
nalysis 

（Princeton: Princeton U
niversity Press, 1974

）; Frédéric 
Bozo, translated by Susan Em

anuel, Two Strategies for Europe: D
e G

aulle, the U
nited States, and the A

tlantic A
lliance 

（Lan-
ham

: Row
m
an &

 Littlefield, 2001

）; Andrew
 Priest, 

“The President, the 

‘Theologians

’ and the Europeans: The Johnson Ad-
m
inistration and N

ATO
 N

uclear Sharing,

” The International H
istory Review, Vol. 33, N

o. 2 （2011

）.

牧
野
和
伴
「
Ｍ
Ｌ
Ｆ
構
想
と

同
盟
戦
略
の
変
容
（
Ⅰ
）（
Ⅱ
）」『
成
蹊
大
学
法
学
政
治
学
研
究
』
第
二
一
巻
―
第
二
二
巻
（
一
九
九
九
―
二
〇
〇
〇
年
）、
小
島
か
お
る

「
ジ
ョ
ー
ジ
・
ボ
ー
ル
と
『
大
西
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
』
構
想

―
多
角
的
核
戦
力
（
Ｍ
Ｌ
Ｆ
）
問
題
を
中
心
に
」『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
四

四
号
（
二
〇
〇
〇
年
）、
川
嶋
周
一
『
独
仏
関
係
と
戦
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
秩
序

―
ド
ゴ
ー
ル
外
交
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
構
築　

一
九
五
八
―
一

九
六
九
』（
創
文
社
、
二
〇
〇
七
年
）、
山
本
健
太
郎
「
Ｍ
Ｌ
Ｆ
（
多
角
的
核
戦
力
）
構
想
と
ド
ゴ
ー
ル
外
交
」『
法
と
政
治
』
第
五
八
巻
、
第

三
・
四
号
（
二
〇
〇
八
年
）、
新
垣
拓
「
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
に
お
け
る
核
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
政
策

―
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
核
問
題
と
政
策
協
議
方
式
案
の
採

用
」『
国
際
政
治
』
第
一
六
三
号
（
二
〇
一
一
年
）、
有
江
浩
一
「
ア
メ
リ
カ
の
対
西
ド
イ
ツ
拡
大
抑
止
と
『
核
戦
力
共
有
』」『
防
衛
学
研
究
』
第

四
五
号
（
二
〇
一
一
年
）、
倉
科
一
希
「
米
欧
同
盟
と
核
兵
器
拡
散
問
題

―
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
の
対
西
独
政
策
」『
国
際
政
治
』
第
一
六
三
号
（
二

〇
一
一
年
）。

（
2
）  

例
え
ば
、Andrew

 Pierre, N
uclear Politics: British Experience with an Independent Strategic Force, 1939 -1970 

（O
xford: O

x-
ford U

niversity Press, 1972

）.

（
3
）  

Ａ
Ｎ
Ｆ
構
想
に
関
す
る
近
年
の
研
究
の
代
表
例
と
し
て
は
、Susanna Schrafstetter and Stephen Tw

igge, 

“Trick or Truth?: The Brit-
ish A

N
F Proposal, W

est G
erm

any and U
S N

on-proliferation Policy, 1964 -66,

” Diplom
acy and Statecraft, Vol.11, Issue 2 

（2000

）; John W
. Young, 

“Killing the M
LF?: The W

ilson G
overnm

ent and N
uclear Sharing in Europe, 1964 -66,

” Diplom
acy 

and Statecraft, Vol.14, Issue 2 

（2003

）; Terry M
acintyre, A

nglo-G
erm

an Relations during the Labour G
overnm

ents 1964 -70: 
N
ATO

 Strategy, D
étente, and European Integration 

（M
anchester: M

anchester U
niversity Press, 2007

）; Kristan Stoddart, Los-
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ing an Em
pire and Finding a Role: Britain, the U

SA
, N

ATO
 and N

uclear W
eapons, 1964 -70 

（London: M
acm

illan, 2012

）; 
John R. W

alker, Britain and D
isarm

am
ent: The U

K and N
uclear, Biological and Chem

ical W
eapons A

rm
s Control and Pro-

gram
m
es 1956 -1975 

（Farnham
: Ashgate, 2012

）.

芝
崎
祐
典
「
多
角
的
核
戦
力
（
Ｍ
Ｌ
Ｆ
）
構
想
と
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
の
外
交
政
策
、
一

九
六
四
年
」『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
究
』
第
三
号
（
二
〇
〇
三
年
）。

（
4
）  
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
期
ア
メ
リ
カ
の
「
大
量
報
復
戦
略
」
に
つ
い
て
は
、
佐
々
木
卓
也
『
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
の
封
じ
込
め
政
策

―
ソ

連
の
脅
威
、
ミ
サ
イ
ル
・
ギ
ャ
ッ
プ
論
争
と
東
西
交
流
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
八
年
）
な
ど
。

（
5
）  

「
拡
大
抑
止
」
の
信
頼
性
回
復
、
お
よ
び
核
拡
散
の
阻
止
を
目
的
と
し
た
様
々
な
構
想
に
つ
い
て
は
、G

lenn T. Seaborg, w
ith Benjam

in S. 
Loeb, Stem

m
ing the Tide: A

rm
s Control in the Johnson Years （Lexington: Lexington Books, 1987

）.

有
江
「
ア
メ
リ
カ
の
対
西
ド

イ
ツ
拡
大
抑
止
と
『
核
戦
力
共
有
』」
な
ど
。

（
6
）  N

ational Security Archive （ed.

）, U
.S. N

uclear N
on-Proliferation Policy, 1945 -1991 （Alexandria: Chadw

yck-H
ealey, 1992

）

﹇U
SN

N
PP

﹈, N
o. 00661.

（
7
）  Public Papers of the Presidents of the U

nited States, John F. Kennedy ﹇PPPJFK 

﹈, 1961, p. 385. Address before the Canadian 
Parliam

ent in O
ttaw

a, 17 M
ay, 1961.

（
8
）  Seaborg, Stem

m
ing the Tide, p. 87.

（
9
）  The N

ational Archives, Kew, U
K ﹇TN

A
﹈, CAB 129/113, C. （63

） 91, 10 Jun. 1963.

（
10
）  

フ
ラ
ン
ス
の
Ｍ
Ｌ
Ｆ
へ
の
反
対
に
つ
い
て
は
、
川
嶋
『
独
仏
関
係
と
戦
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
秩
序
』、
山
本
「
Ｍ
Ｌ
Ｆ
（
多
角
的
核
戦
力
）
構

想
と
ド
ゴ
ー
ル
外
交
」
を
参
照
。
保
守
党
政
権
の
イ
ギ
リ
ス
の
Ｍ
Ｌ
Ｆ
へ
の
反
対
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

（
11
）  

英
・
仏
以
外
の
西
側
諸
国
の
Ｍ
Ｌ
Ｆ
へ
の
反
対
、
西
ド
イ
ツ
の
態
度
、
ソ
連
の
反
対
に
つ
い
て
は
、
注
（
1
）
の
各
文
献
を
参
照
の
こ
と
。

（
12
）  

芝
崎
「
多
角
的
核
戦
力
（
Ｍ
Ｌ
Ｆ
）
構
想
と
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
の
外
交
政
策
、
一
九
六
四
年
」、
六
五
頁
。

（
13
）  Pierre, N

uclear Politics, pp. 86 -92.

（
14
）  

一
九
六
〇
年
時
点
で
の
イ
ギ
リ
ス
の
核
戦
力
は
、
空
軍
所
有
の
一
〇
〇
機
あ
ま
り
の
Ｖ
型
爆
撃
機
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
。John 
Sim

pson, The Independent N
uclear State: The U

nited States, Britain, and the M
ilitary A

tom
 

（London: M
acm

illan, 1983

）,  
p. 247.

（
15
）  TN

A, PREM
 11/4229, Statem

ent on N
uclear D

efence System
s, 21 D

ec. 1962.
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（
16
）  Foreign Relations of the U

nited States 

﹇FRU
S 

﹈, 1964 -1968,Vol.XII, p. 460. M
em

orandum
 of Conversation, 2 M

ar. 1964, 5 
p.m

.
（
17
）  

齋
藤
嘉
臣
『
冷
戦
変
容
と
イ
ギ
リ
ス
外
交

―
デ
タ
ン
ト
を
め
ぐ
る
欧
州
国
際
政
治　

一
九
六
四
〜
七
五
年
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇

六
年
）、
四
一
―
四
三
頁
。

（
18
）  M

acintyre, A
nglo-G

erm
an Relations during the Labour G

overnm
ents 1964 -70, pp. 2 -3.

（
19
）  Patrick G

ordon W
alker, 

“The Labor Party

’s D
efense and Foreign Policy,

” Foreign A
ffairs, Vol. 43, N

o. 3 （1964

）, p. 393.

（
20
）  

一
九
六
〇
年
代
に
お
け
る
労
働
党
内
の
核
兵
器
を
巡
る
対
立
に
つ
い
て
は
、
力
久
昌
幸
「
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
の
核
兵
器
政
策

―
一
方
的
核
軍

縮
運
動
の
盛
衰 
一
九
四
五
年
―
一
九
九
一
年
（
一
）」『
法
学
論
叢
』
第
一
三
一
巻
、
第
六
号
（
一
九
九
二
年
）。

（
21
）  Young, 

“Killing the M
LF?,

” p. 297.

（
22
）  G

ordon W
alker, 

“The Labor Party

’s D
efense and Foreign Policy,

” p. 393.

（
23
）  F. W

. S. Craig （ed.
）, British G

eneral Election M
anifestos, 1900 -1974, Revised and Enlarged ed. （London: M

acm
illan, 1975

）, 
p. 245.

（
24
）  FRU

S, 1964 -1968, Vol.XIII, pp. 78 -79. Letter From
 Chancellor Erhard to President Johnson, 30 Sep. 1964; TN

A, PREM
 

13/25, Bonn to FO, N
o. 245, 9 O

ct. 1964.

（
25
）  U.S. Arm

s Control and D
isarm

am
ent Agency 

（ed.

）, D
ocum

ents on D
isarm

am
ent 

﹇D
oD

﹈, 1964 

（W
ashington D.C.: U

nited 
States G

overnm
ent Printing, 1964 -1971
）, p. 441. N

ew
s Conference Rem

arks by Secretary of State Rusk on India and the D
is-

arm
am

ent of N
uclear W

eapons, 8 O
ct. 1964.

（
26
）  TN

A, PREM
 13/25, N

ote of a M
eeting w

ith Sir Evelyn Shuckburgh, H
. M

. Am
bassador to N

ATO, 26 O
ct. 1964.

（
27
）  Patrick G

ordon W
alker, Political D

iaries, 1932 -71, edited by Robert Pearce （The H
istorian

’s Press, 1991

）, p. 299.

（
28
）  TN
A, PREM

 13/25, U
nited Kingdom

 D
elegation to N

ATO
 Paris to FO, N

o. 506, 17 O
ct. 1964.

（
29
）  TN

A, PREM
 13/25, N

ote of a M
eeting w

ith Sir Evelyn Shuckburgh, H
. M

. Am
bassador to N

ATO, 26 O
ct. 1964.

（
30
）  Ibid.

（
31
）  TN

A, PREM
 13/25, Record of M

eeting betw
een the Foreign Secretary and the U

nited States Secretary of State at the State 
D
epartm

ent at 4 p.m
. on M

onday, 28 O
ct. 1964.
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（
32
）  TN

A, PREM
 13/25, N

ote for the Record, 29 O
ct. 1964.

（
33
）  TN

A, CAB 21/6047, Trend to W
ilson, 10 N

ov. 1964.

外
務
省
、
防
衛
省
、
大
蔵
省
な
ど
多
数
の
省
庁
が
参
加
し
た
構
想
具
体
化
作
業

で
取
り
ま
と
め
役
を
担
っ
た
の
は
、
内
閣
府
（Cabinet O

ffice

）
で
あ
る
（TN

A, CAB 21/6047, Rogers to M
ottershed, 6 N

ov. 1964.

）。

（
34
）  TN

A, CAB 21/6047, Trend to W
ilson, 10 N

ov. 1964.
（
35
）  TN

A, CAB 21/6047, Atlantic N
uclear Force 

﹇M
ISC. 11/2 

（Final

）﹈, 9 N
ov. 1964. 

以
下
、「M

ISC. 11/2

（final

）」
の
内
容
は
、

す
べ
て
こ
の
資
料
に
依
る
。

（
36
）  TN

A, PREM
 13/104, Record of a M

eeting held at the British Em
bassy, and later at the W

hite H
ouse, on 7 D

ec. 1964, at 3:30 
p.m

.

（
37
）  TN

A, CAB 130/212, M
ISC 16/1, Atlantic N

uclear Force, 11 N
ov. 1964.

（
38
）  TN

A, PREM
 13/25, Bonn to FO, N

o. 1150, 16 N
ov. 1964; A

kten zur A
uswärtigen Politik der Bundesrepublik D

eutschland 

﹇A
A
PD

﹈, 1964, Bd.II, D
ok. 334, G

espräch des Bundesm
inisters Schröder m

it dem
 britischen Außenm

inister G
ordon W

alker, 
15 N

ov. 1964.

（
39
）  TN

A, CAB 130/213, M
ISC 17/3rd m

eeting, 21 N
ov. 1964; M

ISC 17/4th m
eeting, 22 N

ov. 1964.

（
40
）  TN

A, CAB 128/39, C.C. 

（64
） 11, 26 N

ov. 1964. 

Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
一
六
か
ら
一
二
月
七
、
八
日
の
英
米
首
脳
会
談
ま
で
の
期
間
の
展
開
に
つ

い
て
は
、Saki D

ockrill, 

“Britain

’s Pow
er and Influence: D

ealing w
ith Three Roles and the W

ilson G
overnm

ent

’s D
efence D

e-
bate at Chequers in N

ovem
ber 1964,

” Diplom
acy and Statecraft, Vol. 11, Issue 1 

（2000

）.

芝
崎
「
多
角
的
核
戦
力
（
Ｍ
Ｌ
Ｆ
）
構

想
と
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
の
外
交
政
策
、
一
九
六
四
年
」
が
詳
し
い
。

（
41
）  TN

A, PREM
 13/104, Record of a M

eeting held at the British Em
bassy, and later at the W

hite H
ouse, on 7 D

ec. 1964, at 3:30 
p.m

. ; Record of a M
eeting held at the W

hite H
ouse, on Tuesday, 8 D

ec. 1964, at 12:15 p.m
. ; Record of a M

eeting held at the 
W

hite H
ouse, on Tuesday, 8 D

ec. 1964, at 3:45 p.m
. ; FRU

S, 1964 -1968,Vol. XIII, p. 138, M
em

orandum
 for the Record, 7 

D
ec. 1964. ; FRU

S, 1964 -1968, Vol. XII, pp. 475 -479. M
em

orandum
 of Conversation, 7 D

ec. 1964, 3:45 p.m
.

（
42
）  

六
五
年
、
六
六
年
中
の
Ａ
Ｎ
Ｆ
を
巡
る
動
き
に
つ
い
て
は
、Young, 
“Killing the M

LF? 

” 

が
最
も
詳
し
い
。
ヤ
ン
グ
の
こ
の
論
文
は
、
Ｍ

Ｌ
Ｆ
／
Ａ
Ｎ
Ｆ
を
巡
る
六
五
年
、
六
六
年
中
の
動
き
が
い
か
に
停
滞
し
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
重
要
な
案
件
と
し
て
残
り
続
け
て
い
た
か
を
知
る
の

に
最
適
で
あ
る
。
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（
43
）  TN

A, PREM
 13/220, Record of a Conversation, 8 M

ar. 1965; FRU
S, 1964 -1968, Vol.XIII, p. 190. M

essage From
 Prim

e 
M

inister W
ilson to President Johnson, 11 M

ar. 1965.
（
44
）  FRU

S, 1964 -1968, Vol.XIII, pp. 165 -167. N
ational Security Action M

em
orandum

 N
o. 322, 17 D

ec. 1964.

一
九
六
四
年
一
二
月

を
Ｍ
Ｌ
Ｆ
の
実
質
的
終
焉
と
見
る
研
究
の
代
表
例
と
し
て
は
、Steinbruner, The Cybernetic Theory of D

ecision

。

（
45
）  Priest, 

“The President, the 

‘Theologians

’ and the Europeans,

” p. 270.

（
46
）  Young, 
“Killing the M

LF?,

” p. 317.

（
47
）  Barbara Castle, The Castle D

iaries 1964 -1970 （W
eidenfeld &

 N
icolson London: 1984

）, p. 4.

小
林
　
弘
幸
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ば
や
し　

ひ
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学
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学
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士
課
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学
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学
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学
研
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士
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領
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史
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関
係
史

主
要
著
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 「
第
一
次
ハ
ロ
ル
ド
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
と
ポ
ラ
リ
ス
・
ミ
サ
イ
ル
搭
載
型
潜
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題
、
一
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六
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学
政
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論
究
』
第
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四
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（
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〇
一
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）


